


























































































研究』第 号， 年， 、水山光春「『合意形成』
の視点を取り入れた社会科意思決定学習」全国社会科教育





































































図 2 分析枠組みにおける社会科授業の諸原理の位置づけ 


























図 2 で設定した分析枠上に位置づけた。 
(3) 分析結果 



























































































図 2 で設定した分析枠上に位置づけた。 
(3) 分析結果 




























































































































































(3) 5 年生 
5 年生の学習では、単元の早い段階で、自分と自分
を取りまく生活世界と社会的な現象が架橋されている。
特に 5 年 B 組では、単元の導入時に、世界の漁業生産












ると言えよう。また、5 年 C 組では、漁師の Y さんと









ぶかたちで設定されている。5 年 A 組では、「直売はた
だでさえ安いのに、ちょっとのキズで値段を安くする
ことについて」、C 組では、「ぼくならわかしらすをス
ーパーで売るけど…についてどう思う？」という課題
を設定しているが、これらは普段、生産者の顔が見え
ない食べものを口にしている自分たちの生活から生ま
れてくる学習課題と言えよう。学習対象として出会っ
た地域の人に共感するだけでなく、自分との「ズレ」
の認識から問いが生まれる学習が成立している。 
(4) 全体考察 
ここでは、ここまでの考察を① 「児童自身の生活
の客体化」、「地域教材の活用」という分析枠に即して、
② 問題解決、理解、探究という社会科授業原理に即
して再整理する。 
①-a 児童自身の生活の客体化
児童自身の生活の客体化は、今回分析対象とした 3
～5 年生の全ての学年で単元導入時に行われている。
しかしながら、例えば 3 年生で「おうちの人がよく買
い物に行くお店」調べにあたって、校区のスーパーマ
ーケットを地図で表したり、 年生で学校内や地区の
消防設備を調べたりする活動をていねいに行っている
ことに比べれば、 年生の「身の回りの水産物調べ」
はあっさりしている。しかし、本時の問いが自分の生
活と切り結ぶかたちで生まれているように、導入での
活動が追究のエネルギーとなっていることは指摘して
おきたい。
② 地域教材の活用
年生では、地域教材（地域の人、もの、こと）とそ
れを取りまく社会的な状況との往還、学習で出会う地
域の人の広がりという つの特徴が見られた。社会科
の授業づくりでは、「狭く深く入って、おのずから広く」
ということが言われる。これは、「 つの事象を深く探
究することで他の事象にも応用できる認識を獲得させ
る」という意味で使われることが多いが、そのような
認識にいたるまでの探究のプロセスでも、地域教材を
深く探究することが、その背景にある広い社会の事象
を探究せずにはいられない状態に子どもたちをもって
いくのではないか。このような地域教材の「深さ」と
「広がり」の関連については、さらに深めていく価値
があるものと思われる。
② 社会科授業原理に即して
年生の学習では、出会った地域の人への共感を通
して「なぜ？」という問いを生む「理解」が、人、も
の、ことの背景にある社会の状況への「探究」を生み、
自分の生活とのズレについて深める「問題解決」の学
習へとつながっている。このような学習が成立する背
景に、これまで積み上げられてきた学習があることは、
本稿で述べてきた ・ 年生の学習のようすからも明
らかだろう。
5. 終わりに
本研究では、近畿小社研での公開授業の学習課題を
対象に、それが設定されるまでのプロセスを明らかに
してきた。本時の学習課題の設定までに、単元導入時
からのていねいな指導があること、そして、低－中－
高学年と学習が積み上げられてきていることが明らか
になった。 
本研究の成果をもとに、先生方の現場の実践をどの
ようにエンパワメントしていくことができるのかを引
き続き探っていきたい。 
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